
1. 企画の意図
本トークセッションは、੊ֆ֦国の建築家協会の代表
がॄまり、社会の変化が進む現在において、建築家が
どのような役割を担うべきかを改めて考えることを目
的として企画されたものである。AI 技術のٺଐな発
展や環境問題、人ݰ޳少といった課題は、建築のつく
り方だけでなく、建築家の働き方や社会との関わり方
にも大きなӪڻを与えている。こうした中で、建築家
は単に建物を設計する存在ではなく、社会の変化にԢ
౶しながら新しい価値を生みड़す役割を求められてい
る。本セッションでは、֦国の建築家協会が์える課
題や取り組みを共有することで、建築家という職能の
今後のあり方について考える場が設けられた。

2. トークセッションの概要
司会は日本建築家協会（JIA）国際委員会アχώ΢ザー
の஝ഇ大ニさΞが務め、アϟリカ、タ΢、ؘ国、日本
の建築家協会代表がॳに登壇した。発表内༲はそれ
ぞれの国の社会状ڱや制度をഐܢとしたものであった
が、建築家が社会とどのように向き合うかという共通
のテーマが通ఊしていた。

最ॵに登壇したアϟリカ建築家協会（AIA）会長のエ
ϲェリン・リーさΞは、建築分野における AI 活用の
現状について࿫した。AI を単なる作業のްི化のため
のಕ۫としてではなく、建築実務の進め方そのものを

当日の༹子．登壇者と参加者でപ೦した建築議論が行われた．

変える可能性を持つ存在として捉えている点が印象的
であった。AIA では AI タスクϓΧースを設立し、建築
家が AI をどのように࢘うべきか、またどの部分を人
間が判断すべきかについて議論を進めているという。
学生の立場からも、AI を࢘うかどうかよりも、その結
果をどのように受けࢯめ、判断するかが重要であるこ
とを改めて考えさせられた。

続いて登壇したタ΢Ԩ立建築家協会（ASA）会長のア
セー・スカϢンさΞは、協会が行っている社会的な取
り組みについて紹介した。建築展の収ӻを地Үช化や
地方の活性化にؒݫする仕組みや、ࢤ຿参加ܗのプロ
ジェクトの事例が示され、建築が社会や経ࡃとືંに
結びついていることが۫体的にఽえられた。設計行為
だけでなく、その後の社会との関係まで含めて建築家
の仕事であるという考え方が、実ભを通して示されて
いた点が印象に残った。

3 人目に登壇した大ؘ建築士協会（.IRA）のΫム・ジェ
ロクさΞと国際委員長のリエ・άϔλンさΞは、建築
家の教育やๅृ制度、国際ިླྀについて発表を行った。
建築家を୻غ的に評価するのではなく、教育から実務、
続教育までを一つのླྀれとして考える必要性が語らܩ
れた。また、و制が過৔になることで建築表現の自༟
が制限されてしまうという指摘は、建築ช化の๝かさ
について考えるきっかけとなった。
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̑人目に登壇した．.IRA 国際委員長のリエ・άϔλンさΞ．

� 人目に登壇した．.IA（ؘ国建築家協会）ύン・ϦングさΞ．

続いて、ؘ国建築家協会（.IA）会長のύン・Ϧング
ンさΞは、ؘ国の建築のྼ࢛を三つの時代に分けて説
明した。現在は、建築家だけでなくࢤ຿と協力しなが
ら社会をつくっていくஊ֌に入っているという࿫は、
建築の価値を専門家だけのものにしない姿勢を感じさ
せるものであった。また、AI の発展によって人間の感
性や倫理がより重要になるという指摘は、ଠの登壇者
の発表とも共通しており、本セッション全体を通じた
重要なテーマであると感じられた。

最後に、日本建築家協会（JIA）会長の佐藤尚巳さΞ
が登壇し、AI が担える仕事と人間が担うべき仕事につ
いて整理して説明した。৚ๅॴ理や分ੵは AI がಚ意
とする一方で、ช化的な判断や社会的な責任は人間に
しか担えないという考え方は、今後の建築実務や教育
の方向性を考える上で理մしやすい内༲であった。

現在は、建築家だけでなくࢤ຿と一ॻに社会をつくっ
ていくஊ֌に入っているという࿫は、建築の価値を社
会と共有することの大઀さを改めて感じさせるもので
あった。また、AI の発展によって人間の感性や倫理が
より重要になるという指摘は、ଠの登壇者の意見とも
共通していた。

3. ౲ೖの࣯ٛԢ౶
質ٛԢ౶では、人ݰ޳少や建築教育、AI をどのஊ֌で
取り入れるべきかといったテーマが取り上げられた。
AI 教育についての質問に対し、エϲェリン・リーさΞ
は、಍入の時غよりも、建築教育全体の考え方を見直
すことが重要であると述べた。特に、技術の࢘い方を
教える以前に、建築家として何を判断し、どこに責任
を持つのかを明確にする必要があるという指摘が印象
に残った。

また、人ݰ޳少社会における建築の役割については、
ྖを増やすことよりも、฽らしの質を高める方向へ視
点を఺׷する必要があるという意見がड़された。े୒
や౐ࢤをどのようにң持し、࢘い続けていくかという
問題は、国による状ڱの違いはあっても、今後ඈけて
通れない共通課題であることが確認された。

�. まとめ
本トークセッションを通して、建築家は建物を設計す
るだけの存在ではなく、社会と人との関係を空間とし
て形にする役割を担っていることが改めて示された。
AI や技術が進ิしても、建築の価値を最終的に決める
のは人間であり、倫理やช化へのഓྂがܿかせないと
いう点は、すべての発表に共通していた。

学生レポーターとしては、設計の技術をਐにつけるこ
とに加えて、社会とどのように向き合い、どのような
価値を提ڛするのかを常に考え続ける姿勢が重要であ
ると感じた。֦国の事例や考え方を知ることで、日本
の建築教育や将来の実務を、より߁い視点から見直す
きっかけにもなった。

本ϓΧーラムは、建築家の将来଀を国境をӿえて共有
すると同時に、これから建築を学び続けていく立場に
とって、自ਐの進む方向や専門性のあり方を考えるた
めの重要な機会となった。

登壇者（ࠪから）：஝ഇ大್さΞ，ύン・ϦングさΞ，佐藤尚巳さΞ，
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　　　　　  アセー・スカϢンさΞ．
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